Conference report : 2nd World Conference on Smart Destinations by 笠原, 秀一
Title第2回スマートディスティネーション国際会議参加報告
Author(s)笠原, 秀一









































































































諸国からも多くが参加していた。なかでも、“Growth, Digitalization and 
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する欧州の考え方が出ているものと言えるだろう。 
この他、面白いところでは、欧州宇宙機関（European Space 
Agency: ESA）も発表していた（pic.2）。ESAは観光地開発に
おける環境評価に重点を置いているようで、南部アフリカに位
置するボツワナの国立公園における衛星データの活用事例を
紹介していた。最近衛星データとパターン解析を組み合わせて
水産業に応用する研究プロジェクトに関与しているので興味
深く聴講し、発表者と名刺交換できたのは僥倖だった。 
3. まとめ 
日本での観光開発は、監督官庁の縦割りで進められているイメージがある。
観光庁が主たる担当となっているが、公衆WiFiの普及以外に情報技術を活用し
たデジタル化の具体的な政策は乏しい。デジタル化戦略のグランドデザインや
ロードマップが示されているわけではなく、観光庁以外に総務省や経済産業省
はAI、IoT、ビッグデータあるいは5Gを用いて進めている独自の政策との関連
性は見えにくい。UNWTOやスペインが採用している政策が全て正しいわけで
はないが、観光庁や自治体を横断した観光のデジタル化戦略のデザインが欠如
したままでは、円安の恩恵が消失したあとも現在のインバウンドブームを継続
させるのは難しいのではないかと危惧する。観光のステークホルダはDMO・自
治体、観光産業、地域コミュニティ、観光客と多岐にわたっており、総合的なデ
ジタル化戦略のデザインが求められている。 
 
 
 「デザイン学」への問い 
+ 地域での産業とコミュニティの協働をどうデザインするか。 
+ 観光のためのデータ・情報・知識を地域で共有する仕組みをどうデザインする
か。 
 
pic.2 ESAの発表 
 
 
